
19 - 33
23 - 22
24 - 35

Ｙ 21 - 35
-

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 ◎ 2 3 5 7 0 0 1 4 2 6 1 5 0 4

5 0 0 5 10 5 8 3 1 3 4 0 1 1 2

6 ◎ 0 0 5 18 0 0 3 4 1 5 1 1 0 2

7 0 0 2 10 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1

8 ◎ 0 0 2 8 1 4 4 1 4 5 0 2 1 0

9 ◎ 2 5 2 8 0 0 0 1 1 2 1 0 0 2

10 ◎ 4 6 6 11 0 0 3 1 2 3 4 1 0 2

11 0 0 1 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 - - - - - - - - - - - - - -

14 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

15 - - - - - - - - - - - - - -

16 - - - - - - - - - - - - - -

17 - - - - - - - - - - - - - -

18 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 0 2 1

8 14 28 74 7 14 17 15 13 28 7 11 2 14

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 ◎ 2 3 2 5 0 0 3 0 7 7 8 0 1 4

5 ◎ 1 4 9 17 4 5 1 7 13 20 0 0 1 4 タイムアウトは経過時間で表示しています
6 ◎ 0 0 6 7 0 1 2 2 2 4 4 1 0 2

7 1 5 1 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 2

8 ◎ 1 1 11 17 4 4 2 1 3 4 6 4 0 1

9 ◎ 0 1 10 12 0 3 0 1 1 2 1 3 0 1

10 0 0 4 5 1 2 2 2 3 5 0 0 0 1

11 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

12 0 0 2 2 0 0 1 1 2 3 2 0 0 1

13 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0 1 1 0 2

14 2 3 1 2 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0

15 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

16 - - - - - - - - - - - - - -

17 - - - - - - - - - - - - - -

18 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 3 5 3

7 17 47 70 10 17 14 18 37 55 23 10 3 21

第５９回　全国高等学校バスケットボール選手権大会　

男子 １回戦 Team A

87 125

Team B

試 合 日 2006年8月2日
法政二 能代工開始時間 9:30

会　　場 八尾市立総合体育館

秋田県試 合 順  1 試合目

 Team A   法政二

コ ー ト Ｉコート
神奈川県

２Ｐ ＦＴ
Ｆ№ Ｓ 選　手　名 PTS TO PT

村川　隆 16 40.0

REBOUND
AS ST BS

３Ｐ

荒　信人 15 23.5

安西　亮 10 30.5

水野　陽平 4 15.5

中原　亮 5 23.5

成枝　裕介 10 31.5

川上　雄太 24 30.0

嶋川　慶哉 3 2.5

森　啓佑 0 1.0

宮崎　雅史 - -

石橋　広海 0 2.0

松尾　知宣 - -

0 - -

0 - -

0 - -

Team / Coach:

合　　　計 87 200

RATE 57.1% 37.8% 50.0%

 Team B   能代工

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

Ｆ
REBOUND

AS ST BS TO PT
CTO １・２P ３・４P OT１ OT２ OT３ OT４

TeamA 2:50 22:29 33:41
下山　竜良 10 33.5 TeamB
満原　優樹 25 33.5

長谷川　技 12 28.0 戦評
渡部　敬祐 5 12.5 八尾会場はスピーディーな攻防が最後まで続く激しいゲームで幕を開けた。法政二は巧みなパスワークとア

ウトサイドからのシュートを中心に攻撃をしかける。これに対し、能代工はプレスディフェンスからの速攻に加え
てどのポジションからも得点し、守っては＃５満原がゴール下を制し、終始安定したゲーム運びであった。
第１P、能代工は＃９高橋の速攻で先制すると、２－２－１ゾーンプレスの激しいディフェンスから速い展開に
持ち込む。法政二はハーフコートマンツーマンディフェンスで１対１のプレッシャーをかけるが、ゲームは能代
工のペースで進み、３３対１９で第２Pへ。
第２P、法政二は１－２－１－１ゾーンプレスディフェンスで積極的にダブルチームをしかける。これが功を奏
し１０点差前後の攻防が続く。しかし能代工は＃４下山の３P、＃８西山の果敢な１対１、＃５満原のゴール下な
どで着実に加点し、５５対４２として後半へ。
第３P、能代工は＃５満原のゴール下、＃６長谷川のカットイン、＃８西山のミドルシュートによる連続得点で
一気に点差を広げる。２分３０秒で能代工６７対４７となり法政二たまらずタイムアウト。＃１０川上の３Pなどで追
い上げをはかるが、点差は広がり９０対６６で第４Pへ。
第４P、法政二はオールコートのプレスディフェンスで追い上げをはかるが、能代工はシュートチャンスで確
実に得点し、１２５対８７で勝利をおさめた。

西山　達哉 29 33.5

高橋　健太郎 20 30.5

遠藤　悠亮 9 8.5

石川　朝 0 3.5

宮川　光 4 6.5

高橋　陽 3 3.5

館山　健太 8 3.5

村上　永英 0 3.0

0 - -

0 - -

0 - -

Team / Coach:

合　　　計 125 200
戦評 武井浩平RATE 41.2% 67.1% 58.8% 主審 岩　木　太　郎 副審 谷古宇　　孝

記録 大阪府立平野高等学校バスケットボール部
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得点

 Team A   法政二  Team B   能代工

２ 分 ご と の 得 点 推 移


